
 

 

 

 

 

 

 新年明けましておめでとうございます。 

寒い日々も続きますので、風邪など体調管理

に気をつけて下さい。今年もどうぞ宜しくお願

い致します。 

毎年のことですが、年末に新聞やテレビなど

を見ていますと公的、私的を問わず各協会や団

体からさまざまな表彰を受ける記事が目にとま

ります。一年間のその活動を労う、立派な行い

をしたことに対してのもので、喜ばしいことに

違いありません。 

今から千年ほど前に、こういうお話がありま

した。 

比叡山に源信和尚という方がおられました。

源信和尚は若い頃からとても賢く優秀で、１５

才のとき、時の天皇より数々褒美の品と「僧

都」の位を授けられました。 

源信は喜び勇んで、一人で暮らす母に使者に

褒美の品を持たせました。ところが、褒美の品

は返されてきて、一緒に和歌が添えられてあり

ました。 

「後の世を渡す橋とぞ思いしに 

     世を渡る僧となるぞ悲しき」 

その意は、「この世に苦しむ人のために灯と

なって仏さまの世界の架け橋となってくれるこ

とを願って出家をさせたものなれば、世間の地

位名声を自慢する僧となってしまうとは悲しい

ことです」と手紙を返されたのです。 

源信は母の厳しい言葉に心を打たれ、浄土の

教えに帰入し、生涯、念仏三昧に精進されたと

いうことです。 

この手紙の話は、お坊さんに限ってのことで

はありません。私たちは、常々、生活をどのよ 

 

 

 

 

 

 

うに良くしていこうかと考えて生きていると思

います。でもついつい「世を渡る」ことだけに

専念し過ぎがちになってしまいます。「世を渡

る」つまりは「生活のため」が、人生の中心と

なっています。生活が良くなることなら手段を

選ばないという構図も生まれてしまいます。 

御開山、親鸞聖人は「生死いづべき道」を求

め歩まれました。「生活のため」より「生死の

ため」が今生の問題としてとらえられています。

源信の母の手紙に示された和歌は、生死を解脱

して本当に生きる人間になってほしいことを伝

えてくれています。 

後の世の橋を渡るのは、私たちなのですから。 

釋 芳英 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安楽寺たより         

  佛 心  光  常 

平成２３年 冬 号 №８ 


